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６月20日（水） 長野県松本文化会館 大ホール 
 
 　

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
主
催
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合

唱
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
６
月
20
日
長
野
県
松
本
文
化
会

館
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
特
集
は
、「
宝

石
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
な
声
の
饗
宴
」
と
絶
賛
さ
れ
た
、

こ
の
合
唱
団
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ど
ん
な
国

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ど

ん
な
国
な
の
で
し
ょ
う
。

北
欧
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
の
右
半
分
の
細

長
い
国
、
立
憲
君
主
国
、

福
祉
国
家
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
、

白
夜
、
オ
ー
ロ
ラ
、

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
、
長
靴
下
の

ピ
ッ
ピ
、
ヴ
ァ
イ

キ
ン
グ
（
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
、
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
「
ア
バ
」
、
自
動
車
、
家
具
な
ど
が
思
い
浮
か

び
ま
し
た
。
日
本
と
比
較
し
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
正
式
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
と

い
い
ま
す
。
面
積
は
約
45
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
日
本

の
約
1
・
2
倍
の
自
然
豊
か
な
国
土
で
す
。
人
口
は
約
９

４
０
万
人
。
日
本
は
１
億
３
千
万
人
で
す
の
で
日
本
に
比

べ
て
人
口
密
度
は
だ
い
ぶ
低
い
よ
う
で
す
。
農
業
は
牧
畜

中
心
で
、
農
業
用
地
は
国
土
の
6
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
、
日

本
は
12
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
。
森
林
率
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

68
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
、
日
本
68
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
世
界

の
２
位
、
３
位
と
並
ん
で
い
ま
す
。
ち
な
み
に
１
位
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
72
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。 

　
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
は
、
14
の
島
々
が
橋
で
結
ば
れ

た
北
欧
の
ベ
ネ
チ
ア
、
水
の
都
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
日
本
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
岳
都
、
松
本
の
気
候

と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
平
均
気
温
は
、
１
月
が
松
本
マ
イ
ナ
ス
０
・
６
度
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
マ
イ
ナ
ス
２
・
１
度
、
８
月
は
松
本
24
・

３
度
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
16
・
１
度
で
、
各
月
の
比
較
で

は
、
松
本
よ
り
２
度
か
ら
８
度
低
い
平
均
気
温
で
す
。
と

て
も
寒
そ
う
で
す
が
、
暖
流
の
お
か
げ
で
緯
度
の
高
い
割

に
温
暖
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

　
年
間
降
水
量
は
、
松
本
１
０
１
８
㎜
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
５
３
９
㎜
、
松
本
の
約
半
分
、
雨
や
雪
は
少
な
い
の
で

す
ね
。 

　
時
差
は
、
８
時
間
で
す
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
が
朝
の
８

時
な
ら
松
本
は
夕
方
４
時
で
す
ね
。 

 
 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
日
出
か
ら
日
入
の
日
の
出
て
い
る

時
間
の
長
さ
は
、
７
月
１
日
が
約
17
時
間
、
１
月
１
日
が

６
時
間
、
松
本
で
は
７
月
１
日
が
約
15
時
間
、
１
月
１
日

が
約
９
時
間
で
す
。 

　
夏
は
朝
早
く
か
ら
明
る
く
て
、
日
暮
れ
が
遅
く
、
冬
は

夜
明
け
が
遅
く
、
ま
た
す
ぐ
に
夜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団
の
歴
史 

                 

　
さ
て
、
本
題
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。 

　
来
日
メ
ン
バ
ー
は
30
名
。
１
９
２
５
年
に
創
設
さ
れ
、

52
年
か
ら
82
年
ま
で
、
エ
リ
ッ
ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
が
首
席

指
揮
者
に
就
任
し
、
現
在
の
形
態
と
な
り
ま
し
た
。
エ
リ

ッ
ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
は
、「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
合
唱
の
父
」、

「
合
唱
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
る
大
指
揮
者
で
、
国
際
合
唱

連
合
の
名
誉
会
長
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広
さ
と
斬
新
な
指

導
法
で
有
名
で
す
。
２
０
１
０
年
来
松
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
王
立
男
声
合
唱
団
の
指
揮
も
務
め
て
い
ま
し
た
。
彼
の

功
績
に
よ
り
合
唱
団
は
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
音
楽
界
は
も
と
よ
り
、
欧
米
各
地
へ
の
ツ
ア
ー
や

Ｃ
Ｄ
録
音
を
通
し
て
世
界
の
ト
ッ
プ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ン
デ
シ
・

オ
ル
ウ
ェ
ル
、
グ
ス
タ
フ
・
シ
ョ
ー
ク
ヴ
ィ
ス
ト
と
い
う

巨
匠
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
２
０
０
７
年
よ
り
ペ
ー
タ
ー
・

ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
が
首
席
指
揮
者
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
ダ

イ
ク
ス
ト
ラ
は
、
エ
リ
ク
ソ
ン
、
ト
ヌ
・
カ
リ
ユ
ス
テ
と

い
う
合
唱
指
揮
の
両
巨
頭
の
薫
陶
を
受
け
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
放
送
合
唱
団
の
伝
統
を
承
継
し
て
い
ま
す
。
合
唱
団
は
、 

～宝石をちりばめたような声の饗宴～ 

スウェーデン放送合唱団 
～宝石をちりばめたような声の饗宴～ 

スウェーデン放送合唱団 

TEL026-259-2323 http://www.sunpian.com
長 野 市 高 田 3 2 1－2

限りない信頼を礎に。 
 

スタインウェイピアノは、世界を舞台に活躍する 

トップピアニストの90パーセント以上から 

そのコンサートステージで選ばれています。 

 

ハーモニーホールご利用のお客様はご予約の際お申し出下さい。 
上記より割引きの〔特別ご優待料金〕にてご案内させて頂きます。 
（但し、時期によってはご優待料金をご提供できない場合もございます。ご了承ください。） 

○Gustav Karlsson FrostC

0263（37）0111（代表） 

TEL.0263（37）0888

http://www.buena-vista.co.jp/ 

■お申込みは今すぐ！　下記直通電話まで 
ご予約大好評受付中！

お一人様 
ランチ付き 4,200円 （税込） 

11：30開宴 会場　ホテルブエナビスタ 　　　３Ｆ　グランデ 

ビューティートーク＆ランチ 
in HOTEL BUENA VISTA

淑女の休日 ～新しい春・ココロもカラダも美人になりたい！～ 

参加者全員に、
ホテルブエナビスタ
館内レストラン・ショップで
使用できる割引券を
プレゼント！

6 3 歳 
昭和24年 
福岡県生まれ 

テレビや雑誌などで活躍中の人気カリ
スマ美容家・吉丸美枝子さんが、自ら
実践する綺麗の秘訣を伝授！美容成
分たっぷりのヘルシー＆ビューティーラ
ンチとともに、ココロもカラダも美人に
なりましょう！女性必見のトークショー！！ 

ストックホルム

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

特 集
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兄
弟
関
係
に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
交
響
楽
団
を
は
じ

め
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
管
弦
楽
団
、
ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
等
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
て

お
り
、
な
か
で
も
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
バ
ド
指
揮
ベ
ル

リ
ン
・
フ
ィ
ル
と
は
厚
い
信
頼
で
結
ば
れ
、
１
９
９
６
年

の
来
日
公
演
で
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
、
マ

ー
ラ
ー
の
「
復
活
」
が
演
奏
さ
れ
、
「
宝
石
を
ち
り
ば
め

た
よ
う
な
声
の
饗
宴
」
「
精
緻（
せ
い
ち
）
な
こ
と
言
語
に

絶
す
る
」
等
々
、
空
前
の
大
絶
賛
を
博
し
ま
し
た
。
以
来

１
９
９
８
年
、
99
年
、
２
０
０
１
年
、
03
年
、
06
年
、
10

年
と
相
次
い
で
来
日
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
定

期
演
奏
会
で
は
、
２
年
連
続
で
Ｎ
響
ベ
ス
ト
・
ソ
リ
ス
ト

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
ア
・
カ
ペ
ラ
の
曲
を
取
り
上
げ
た
２
０
１
０
年
の
演
奏

で
も
、
精
度
の
高
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
音
楽
性
の
豊
か
さ

艶
や
か
で
美
し
い
声
の
質
感
、
し
な
や
か
な
音
楽
の
流
れ

ピ
ア
ノ
か
ら
フ
ォ
ル
テ
ま
で
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
広
さ
、

緊
張
の
理
想
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
き
め
細
か
い
表
情
、

威
厳
と
安
ら
ぎ
、
躍
動
す
る
リ
ズ
ム
と
声
の
濃
淡
の
描
き

分
け
、
深
く
精
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
な
ど
、
世
界
最
高
峰
の

合
唱
団
に
多
く
の
賛
辞
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

指
揮
者
ペ
ー
タ
ー
・
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ 

         

　
１
９
７
８
年
、
オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
。
幼
く
し
て
ロ
ー
デ

ン
少
年
合
唱
団
に
入
り
、
独
唱
者
（
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）

と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
・
オ
ペ
ラ
財
団
の
オ
ペ
ラ
制
作
「
魔

笛
」
を
は
じ
め
、
各
地
で
活
躍
し
ま
し
た
。
合
唱
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
指
揮
お
よ
び
声
楽
を
、
ハ
ー
グ
王
立
音
楽
院
、

ケ
ル
ン
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
音
楽
大
学

に
学
び
、
最
優
秀
の
成
績
で
卒
業
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

著
名
な
合
唱
指
揮
者
で
あ
る
ト
ヌ
・
カ
リ
ユ
ス
テ
、
エ
リ

ッ
ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
等
の
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
で
研
鑽
を
積

み
、
２
０
０
３
年
エ
リ
ッ
ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
・
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝
し
、
国
際
的
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。 

　
２
０
０
５
年
バ
イ
エ
ル
ン
放
送
合
唱
団
の
音
楽
監
督
に

任
命
さ
れ
、
ヤ
ン
ソ
ン
ス
、
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
、
ム
ー
テ

ィ
、
ア
バ
ド
な
ど
の
著
名
な
指
揮
者
と
共
同
作
業
を
重
ね

て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
室
内
合
唱
団
の
首
席
客
演
指
揮
者

を
経
て
、
07
年
９
月
よ
り
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団
の

首
席
指
揮
者
に
就
任
し
、
ま
た
、
混
声
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
芸
術
監
督
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
シ
ン
ガ
ー
ズ
、
ヘ
ン

ト
声
楽
コ
レ
ギ
ウ
ム
、
ベ
ル
リ
ン
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
室
内
合
唱
団
、

オ
ラ
ン
ダ
放
送
合
唱
団
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
『
ザ
・
ジ
ェ

ン
ツ
』
の
客
演
指
揮
を
務
め
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者
と
し
て
も
活
躍
し
、

バ
イ
エ
ル
ン
放
送
交
響
楽
団
、
ア
ー
ネ
ム
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
ベ
ル
リ
ン
・
ド
イ
ツ
交
響
楽
団
、
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
な
ど
に
客
演
し
て
い
ま
す
。 

　
彼
の
統
率
能
力
と
芸
術
性
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団
の
黄
金
時
代
の
再
来
を
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
プ
ロ
グ
ラ
ム 

ブ
ラ
ー
ム
ス（1

8
3
3
-9
7

）＝
５
つ
の
歌
　
作
品
１
０
４ 

　
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、
多
く
の
合
唱
曲
を
作
曲
し
て
い
ま
す
。

５
つ
の
歌
は
、
１
８
８
６
年
か
ら
88
年
に
か
け
て
作
曲
さ

れ
た
無
伴
奏
、
混
声
６
部
の
曲
で
す
。 

　
第
１
曲
　
夜
警
１
　
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
詩 

　
第
２
曲
　
夜
警
２
　
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
詩 

　
第
３
曲
　
最
後
の
幸
福
　
カ
ル
ベ
ッ
ク
詩 

　
第
４
曲
　
失
わ
れ
た
青
春
　
ヴ
ェ
ン
ツ
ィ
ヒ
詩 

　
第
５
曲
　
秋
に
　
グ
ロ
ー
ト
詩 

　 ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー（1

8
6
2
-1
9
1
8

）＝
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ル
レ
ア

ン
の
３
つ
の
歌 

　
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
が
作
曲
し
た
唯
一
の
無
伴
奏
合
唱
曲
集

で
す
。
第
１
、
３
曲
が
１
８
９
８
年
、
第
２
曲
が
１
９
０

８
年
の
作
曲
で
す
。
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ル
レ
ア
ン
と
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
王
族
、
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
た
オ
ル
レ
ア
ン
公

の
こ
と
で
す
。 

　
第
１
曲
　
神
よ
、
な
ん
と
彼
女
を
美
し
く
見
せ
給
う
こ 

　
　
　
　
　
と
か 

　
第
２
曲
　
太
鼓
の
響
き
を
聞
い
て
も 

　
第
３
曲
　
冬
よ
、
お
前
は
お
ぞ
ま
し
い 

 

ヒ
ル
ボ
ル
イ
（1

9
5
4
-

）
＝
モ
ウ
ヲ
オ
ア
エ
エ
ユ
イ
ユ
エ
ア

オ
ウ
ム 

　
間
違
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
表
題
で
す
が
冒

頭
の
歌
詞
？
　
だ
そ
う
で
す
。
１
９
８
３
年
に
作
曲
さ
れ

た
16
声
部
の
ア
・
カ
ペ
ラ
の
曲
。
音
の
波
が
ゆ
っ
く
り
静

か
に
、
強
く
激
し
く
変
化
し
な
が
ら
つ
づ
い
て
い
き
ま
す
。 

　
ヒ
ル
ボ
ル
イ
は
、
１
９
７
６
年
か
ら
82
年
ま
で
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
の
王
立
音
楽
大
学
で
学
び
、
82
年
か
ら
作
曲
家

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
、
室
内

楽
、
映
画
音
楽
、
ポ
ッ
プ･

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
活
動
の
範

囲
は
広
く
、
91
年
と
97
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
作
曲
賞
ク

ラ
イ
ス
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
彼
の

作
品
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
指
揮
者
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
委
嘱
作
品
を
手
が
け
て
い
ま
す
。 

 

プ
ー
ラ
ン
ク（1

8
9
9
-1
9
6
3

）＝
ミ
サ
曲
　
ト
長
調
よ
り
「
キ

リ
エ
」、「
グ
ロ
ー
リ
ア
」 

 
 

プ
ー
ラ
ン
ク
は
、
声
楽
、
室
内
楽
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ

エ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
の
ほ
か
、
敬
虔（
け
い
け
ん
）
な

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
両
親
の
影
響
を
受
け
て
、
宗

教
曲
や
合
唱
曲
も
作
曲
し
て
い
ま
す
。
こ
の
無
伴
奏
合
唱

の
た
め
の
ミ
サ
曲
は
、
友
人
の
死
を
き
っ
か
け
と
し
て
作

曲
さ
れ
た
一
連
の
宗
教
曲
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
１
９
３
７

年
に
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。 

 

サ
ン
ド
ス
ト
レ
ム（1

9
4
2
-

）＝
ア
ニ
ュ
ス
・ 

デ
イ 

　
サ
ン
ド
ス
ト
レ
ム
は
、
エ
リ
ッ
ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
と
の

共
同
作
業
に
よ
っ
て
、
数
々
の
優
れ
た
合
唱
曲
を
作
曲
し

て
い
ま
す
。
彼
の
作
品
は
、
現
代
音
楽
の
音
色
を
も
ち
な

が
ら
、
美
し
い
旋
律
を
隠
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ア
ニ
ュ
ス 

デ
イ
」
は
、
ミ
サ
曲
の
中
の
一
曲
で
す
。 

 

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
（1

8
7
3
-1
9
4
3

）
＝
「
晩
祷（
ば
ん
と
う
）
」
よ

り
抜
粋 

　
こ
の
曲
は
、
１
９
１
５
年
に
作
曲
さ
れ
た
独
唱
を
伴
う

無
伴
奏
混
声
合
唱
曲
で
す
。
ロ
シ
ア
正
教
会
で
大
き
な
祝

日
の
前
夜
に
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
る
奉
神
礼
音
楽
で
、
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
会
心
の
作
品
と
い
わ
れ
、
第
５
曲
を
自
分
自

身
の
葬
儀
に
用
い
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

　
チ
ケ
ッ
ト
は
現
在
、
発
売
中
で
す
。 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団
の
、
ホ
ー
ル
全
体
に
広
が
る

オ
ー
ロ
ラ
の
よ
う
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

入
場
料
／ 

一   

般 

指
定
席 

５
、５
０
０
円
　
自
由
席 

５
、０
０
０
円 

メ
イ
ト 

指
定
席 

４
、５
０
０
円
　
自
由
席 

４
、０
０
０
円 

学
　
生 

２
、０
０
０
円 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

○BR/Frank BauerC
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狭
間
壮
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
一
本
の
鉛
筆
が
あ
れ

ば
」
が
10
回
目
の
今
回
、
最
終
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
狭
間
壮
は
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に

も
、
「
音
楽
を
通
し
て
真
正
面
か
ら
命
と
向
き
合
え
る
時

間
に
な
る
こ
と
」
を
願
っ
て
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
臨
み
ま

す
。
大
切
な
人
と
一
緒
に
、
こ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

出
　
演
／
狭
間
壮
（
歌
と
お
は
な
し
）、
は
ざ
ま
ゆ
か
（
ピ

ア
ノ
） 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
一
本
の
鉛
筆
、
さ
と
う
き
び
畑
、
死
ん
だ

男
の
残
し
た
も
の
は
、
足
音
、
約
束
、
他 

入
場
料
／
２
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ム
ジ
カ
コ
ン
パ
ス 

お
問
い
合
わ
せ
／
ム
ジ
カ
コ
ン
パ
ス 

　
!
０
２
６
３（
２
６
）４
７
６
２ 

ワ
ン
コ
イ
ン
で
本
格
的
な
オ
ル

ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
百
円
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。 

５
月
18
日
は
地
元
で
活
躍
す
る

フ
ル
ー
ト
奏
者
桂
聰
子
と
の
共

演
。
６
月
26
日
は
山
本
眞
紀
子

の
ハ
ー
プ
と
の
共
演
で
す
。
絶

妙
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／ 

【
５
／
18
】
フ
ォ
ー
レ
「
ラ
シ

　
　
　
　
　
ー
ヌ
雅
歌
」、
他 

【
６
／
26
】
ヘ
ン
デ
ル
＝
ハ
ー

　
　
　
　
　
プ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、

　
　
　
　
　
他 

入
場
料
／
１
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

    

世
界
の
桧
舞
台
で
活
躍

す
る
今
井
信
子
に
よ
る

本
物
の
「
ヴ
ィ
オ
ラ
の

響
き
」
に
間
近
で
浸
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

演
奏
会
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

ち
な
み
、
今
回
は
す
べ

て
ブ
リ
テ
ン
、
エ
ル
ガ
ー
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
い
っ
た

イ
ギ
リ
ス
に
ゆ
か
り
の
あ
る
曲
を
演
奏
し
ま
す
。 

出
　
演
／
今
井
信
子（
ヴ
ィ
オ
ラ
）、
田
中
玲
奈（
ピ
ア
ノ
） 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
バ
ッ
ク
ス
＝
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ナ
タ 

ハ
短

調
、エ
ル
ガ
ー
＝
愛
の
挨
拶
、ブ
リ
テ
ン
＝
エ
レ
ジ
ー
、
プ

ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
＝「
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」よ
り
、
他 

主
　
催
／
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ユ 

お
問
い
合
わ
せ
／
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ユ 

!
０
２
６
（
２
２
６
）
１
０
０
１ 

    

二
十
五
絃
の
箏
は
絃
の
太
さ
が

多
種
に
わ
た
る
た
め
音
に
厚
味

が
出
る
そ
う
で
す
。
今
回
演
奏

す
る
「
プ
ロ
メ
テ
」
は
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
神
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス
を
題
材
と
し
た
舞
踏

音
楽
で
す
。
ま
た
こ
も
り
う
た

は
、
委
嘱
初
演
で
、
人
を
愛
す

る
気
持
ち
を
子
守
唄
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
乗
せ
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
唱
歌
の
演
奏
と
と

も
に
、
箏
の
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
堀
井
智
則
＝
譚
章
、
伊
福
部
昭
（
石
丸
基

司
編
曲
）
＝
舞
踏
曲
「
プ
ロ
メ
テ
の
火
」
よ
り
プ
ロ
メ
テ
、

高
橋
久
美
子
＝
こ
も
り
う
た
、
日
本
の
愛
唱
歌
、
他 

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
２
、０
０
０
円 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
こ
と
え
り 

お
問
い
合
わ
せ
／
田
中
　
!
０
２
６
３（
２
５
）８
７
０
９ 

    

日
本
を
代
表
す
る
チ
ェ
ン
バ
ロ

奏
者
の
　
形
亜
樹
子
に
よ
る
、

全
国
で
も
稀
な
チ
ェ
ン
バ
ロ
講

習
会
（
当
ホ
ー
ル
企
画
）
の
１

回
目
と
し
て
行
わ
れ
る
リ
サ
イ

タ
ル
で
す
。
バ
ッ
ハ
の
先
駆
者

で
あ
る
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
、
ベ

ー
ム
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
な
ど

の
作
曲
家
を
取
り
上
げ
ま
す
。

リ
サ
イ
タ
ル
終
了
後
か
ら
、
講
習
会
の
受
講
者
を
受
け
付

け
ま
す
。 

 

形亜樹子 

「明治」の格調。くつろぎのホテル 
松本民芸家具をセットした 

北欧風ホテル 

松本市大手４-８-９ 〒３９０-０８７４ !（０２６３）３２－０１１４ FAX（０２６３）３３－４７７５ 
URL:http://www.mcci.or.jp/www/kagetsu/

宿泊料金 サービス料 
消費税込 円 6,500 ■ツイン… ■シングル… 円 12,000

TEL.0263-33-5568
TEL.0263-48-4311（島内営業本部） 

（松本駅前店） 
お問合わせ

株式会社

～ヤマハ管楽器フェア２０１２～
５/１９（土）・２０（日）am１０：３０～pm７：００

松本駅前店 1階
松本駅前店管楽器リペアルームがリニューアル！ 

●食事/無 ●添乗員/無 ●1名様より催行保証
●詳しい旅行条件・内容等をweb及びパンフレットにてご確認の上お申し込みください。
アルピコツアーセンター0263-24-1180（9：00～18：00日祝休）

長野県知事登録旅行業2-163号　全国旅行業協会会員
長野県松本市井川城2丁目1番1号　〒３９０-８５１８
国内旅行業務取扱管理者 伊藤 岳伸　TEL0263-24-1180

交通株式会社
詳細／ご予約は今すぐWEBへ
アルピコ交通 検 索

 

乗り換えなしでお得に移動！！

到着時間が、 
　 より早く！！ 

1名様から出発保証 

松本発も
滞在時間拡大！
今までより長く、
日帰りでも満喫♪

　11,000円 　10,000円 　8,000円大
人

中
人

小
人

NEW!!

安曇野・松本・塩尻・諏訪／長野・更埴・坂城・東御発 

●出発日３日前までにお申し込みください。 

■旅行代金

■運行期間

■運行行程
－安曇野・松本・塩尻・諏訪発－

4：45発

5：10発

5：30発

5：45発

5：50発

6：05発

6：20発

9：30頃

25：25頃

25：00頃

24：40頃

24：25頃

24：20頃

24：10頃

24：00頃

21：00発

バス往復＋
1デーパスポート付

日 

 

6 

13 

20 

27

月 

 

7 

14 

21 

28

火 

1 

8 

15 

22 

29

水 

2 

9 

16 

23 

30

木 

3 

10 

17 

24 

31

金 

4 

11 

18 

25

　

土 

5 

12 

19 

26 

　

2012 5　月
日 

 

3 

10 

17 

24

月 

 

4 

11 

18 

25

火 

 

5 

12 

19 

26

水 

 

6 

13 

20 

27

木 

 

7 

14 

21 

28

金 

1 

8 

15 

22 

29

土 

2 

9 

16 

23 

30

2012 6　月
日 

1 

8 

15 

22 

29

月 

2 

9 

16 

23 

30

火 

3 

10

17

24

31

水 

4 

11

18

25

　

木 

5 

12 

19 

26

金 

6 

13

20

27

　

土 

7 

14

21

28

　

2012 7　月

はバス出発日です。 

安曇野スイス村

松本駅アルプス口

GAZAショッピングセンター横

みどり湖パーキングエリア

岡谷インター料金所

おぎのや諏訪店

諏訪南インター料金所

東京ディズニーランド

行き 帰り

▼ ▲

－長野・更埴・坂城・東御発－

4：30発

4：50発

5：05発

5：20発

5：35発

9：30頃

25：00頃

24：45頃

24：35頃

24：20頃

24：05頃

21：00発

長野駅東口

おぎのや長野店

更埴インター

さかきパーキングエリア

東部湯の丸サービスエリア

東京ディズニーランド

行き 帰り

▼ ▲

挟
間

壮 

は
ざ
ま
ゆ
か 

一
本
の
鉛
筆
が
あ
れ
ば
vol.
１０

狭
間
壮
い
の
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

今
井
信
子
ヴ
ィ
オ
ラ
・

リ
サ
イ
タ
ル

5/

23水

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

二
十
五
絃
箏
コ
ン
サ
ー
ト

5/

26土

■
小
ホ
ー
ル
　
■
13
：
30
 

　
形
亜
樹
子

チ
ェ
ン
バ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

5/

27日

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 

5/

12土

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
３３
th

〜
フ
ル
ー
ト
と
の
共
演
〜

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
３４
th

〜
ハ
ー
プ
と
の
共
演
〜

5/

18金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

6/

26火

保田紀子 山本眞紀子 桂 聰子 ○Marco_BorggreveC
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プ
ロ
グ
ラ
ム
／
フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
＝
ト
ッ
カ
ー
タ
、
パ
ル

テ
ィ
ー
タ（
ベ
ル
リ
ン
ジ
ン
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
の
写
本
よ
り
）、

ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
＝
組
曲
　
ハ
長
調
、
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
＝

フ
ラ
ン
ス
組
曲
第
１
番
、
他 

入
場
料
／
２
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ･
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

    

ギ
タ
ー
、
ウ
ク
レ
レ
、
マ

ン
ド
リ
ン
奏
者
と
し
て
活

躍
す
る
棟
居
淳
が
、
初
め

て
の
出
版
物
と
し
て
ウ
ク

レ
レ
の
教
則
本
を
上
梓
し

ま
す
。（
サ
ー
ベ
ル
社
、

５
月
末
刊
）
。
そ
の
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
師
で

あ
る
渡
部
力
也
の
サ
ポ
ー

ト
を
得
て
古
今
東
西
さ
ま

ざ
ま
な
楽
曲
を
演
奏
、
ウ
ク
レ
レ
の
新
た
な
可
能
性
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ザ
・
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
あ
ま
り
聴
か
れ
る
こ
と
の
少
な
い
ウ

ク
レ
レ
の
音
色
、
そ
の
楽
し
さ
を
こ
の
機
会
に
是
非
味
わ

い
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ピ
ッ
ト
マ
ン
＝
珊
瑚
礁
の
彼
方
、
木
村
雅

朗
＝
ス
ウ
ィ
ー
ト
・
メ
モ
リ
ー
ズ
、
レ
ノ
ン
＆
マ
ッ
カ
ー

ト
ニ
ー
＝
「
オ
ブ
・
ラ
・
デ
ィ
、
オ
ブ
・
ラ
・
ダ
」、
他 

入
場
料
／
前
　
売
　
２
、０
０
０
円 

　
　
　
　
当
　
日
　
２
、５
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
棟
居
淳
音
楽
室 

お
問
い
合
わ
せ
／
棟
居 

!
０
２
６
３（
４
８
）０
２
６
９ 

 

   

詳
し
く
は
２
Ｐ
の
特
集
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

主
　
催
／
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

　
　
　
　
　
　
!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

大
正
は
ー
ぷ
（
大
正
琴
）
の
演
奏
法
は
マ
ン
ド
リ
ン
に
近

く
、
童
謡
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、
新
し

い
曲
も
古
い
曲
も
幅
広
く
演
奏
さ
れ
ま
す
。
当
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
は
年
代
も
50
代
か
ら
90
代
ま
で
の
、
音
楽
の
大
好
き

な
皆
さ
ん
で
す
。
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
を
、
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
来
場
の
方
に

は
終
演
後
、
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
カ
ッ
コ
ウ
ワ
ル
ツ
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、

千
曲
川
、
昴
（
す
ば
る
）
、
地
上
の
星
、
北
の
国
か
ら
、

高
校
三
年
生
、
花
、
北
の
旅
人
、
雪
椿
、
他 

入
場
料
／
無
　
料
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
大
正
は
ー
ぷ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
小
林
　
!
０
２
６
３(

３
３)

２
１
０
５ 

    

１
９
８
３
年
に
13
名
の
弦
楽
器
奏
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
、

現
在
は
県
内
外
の
約
50
名
に
よ
る
２
管
編
成
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
す
。
当
ホ
ー
ル
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
年
２
回
定

期
演
奏
会
を
開
催
し
て
ま
す
。
小
ホ
ー
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

小
編
成
に
よ
る
、
合
奏
団
の
魅
力
と
名
曲
を
存
分
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
＝
交
響
曲
第
２
番 

ニ

長
調
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
＝
セ
レ
ナ
ー
デ
第
２
番
　
イ
長
調
、

芥
川
也
寸
志
＝
弦
楽
の
た
め
の
三
楽
章
（
ト
リ
プ
テ
ィ
ー

ク
） 

入
場
料
／
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
松
本
室
内
合
奏
団 

お
問
い
合
わ
せ
／m

a
tsu
sh
itsu
@
 g
m
a
il.co
m
 

 

   

５
歳
か
ら
ギ
タ
ー
を
学
び
始
め
、
７
歳
で
初
め
て
の
演
奏

会
、
11
歳
で
外
国
へ
演
奏
旅
行
、
13
歳
、
史
上
最
年
少
で

ザ
グ
レ
ブ
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
入
学
を
果
た
す
な
ど
、
早
く

か
ら
そ
の
天
才
ぶ
り
に
注
目
さ
れ
て
い
た
ク
ロ
ア
チ
ア
の

美
し
き
妖
精
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
が
、
い
よ
い
よ
松
本
に
登
場

し
ま
す
。
04
年
に

初
来
日
、
以
降
の

来
日
演
奏
会
は
ど

の
会
場
も
チ
ケ
ッ

ト
は
完
売
。
弱
音

を
歌
い
上
げ
る
表

現
力
、
情
熱
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
魅
了
さ
れ
ま
す
。
彼
女
の
世
界
を
小
ホ
ー

ル
で
贅
沢
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
タ
レ
ガ
＝
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
、
Ｊ
．

Ｓ
．
バ
ッ
ハ
＝
前
奏
曲
、
フ
ー
ガ
と
ア
レ
グ
ロ
変
ホ
長
調
、

他 主
　
催
／
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

※
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し
ま
し
た
。 

    

「
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

か
な
で
お
ん
」
の
代
表
を
務
め

る
友
成
貴
司
と
、
ソ
ロ
や
合
唱

団
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
な
ど
幅
広
く

演
奏
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
宮

下
歩
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
前
半
は

そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ロ
を
、
後
半
は

マ
ン
ド
リ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
か

ら
ヴ
ァ
イ
オ
ン
リ
曲
ま
で
、
ク

ラ
シ
カ
ル
な
魅
力
を
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
中
野
二
郎
＝
祈
り
（
マ
ン
ド
リ
ン
ソ
ロ
）、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
＝
即
興
曲
op.

１
４
２
の
３
、
ヒ
ナ
ス
テ

ラ
＝
３
つ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ダ
ン
ス
（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
）
、

フ
ァ
リ
ャ
＝
ス
ペ
イ
ン
舞
曲
「
は
か
な
き
人
生
」
よ
り
（
マ

ン
ド
リ
ン
＆
ピ
ア
ノ
）、
他 

入
場
料
／
前
売
り
　
２
、０
０
０
円 

　
　
　
　
当
　
日
　
２
、５
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
友
成
貴
司
、
宮
下
歩 

お
問
い
合
わ
せ
／
友
成
!
０
９
０(
１
１
４
８)

９
１
０
９ 

こ
こ
に
は
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
新
し
い
友
人
が
い
ま
す
。

一
歩
踏
み
出
せ
ば
き
っ
と
新
し
い
夢
や
新
し
い
自
分
も

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
夢
を
広
く
。
深
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

用
意
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
可
能
性
を
最
大
限
に
広
げ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が

未
来
学
舎
に
は
あ
り
ま
す
。

未
来
学
舎
か
ら
あ
な
た
の
一
歩
を

ス
タ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 

出
版
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

『
ウ
ク
レ
レ
は
世
界
だ
！
』

6/

9土

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
30
 

松
本
室
内
合
奏
団

第
４５
回
定
期
演
奏
会

7/

1日

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

友
成
貴
司
・
宮
下
歩

ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ
イ
タ
ル

7/

7土

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

ア
ナ
・
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ

ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

7/

3火

■
長
野
県
松
本
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　 

■
19
：
00
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団

6/

20水

■
小
ホ
ー
ル
　
■
12
：
50
 

大
正
は
ー
ぷ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
２８
回
発
表
会

6/

24日

棟居 淳 渡部力也 

友成貴司（マンドリン） 宮下 歩（ピアノ） 

こ
の
ペ
ー
ジ
は
４
月
１
日
現
在
の
予
定
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

開
演
時
間
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
入
場
料
等
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 



楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
④
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
④
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
④
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
④
 

レアールドセゾン・セージ 
〒390-0835 松本市高宮東1-28 Phone 0263-29-7070 定休日　火曜日 

http://www.astep-s.com/sage/ 
レストランウエディングも承ります。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
ー
ト
奏
者
　
神
田
勇
哉

　
今
回
は
フ
ル
ー
ト
の
構
造

と
特
殊
パ
ー
ツ
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。 

　
フ
ル
ー
ト
は
写
真
１
の
様

に
３
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
、

一
番
先
端
の
パ
ー
ツ
（
右
下
）

が
音
の
発
声
を
担
当
し
、
そ

れ
以
下
が
音
程
を
担
当
し
て

い
ま
す
。 

　
ビ
ー
ル
瓶
に
息
を
吹
き
込

む
と
音
が
鳴
る
の
は
有
名
で

す
が
、
フ
ル
ー
ト
も
同
じ
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
音
の
鳴
る

原
理
は
、
実
は
正
確
に
は
解

明
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
の

で
す
。 

　
一
昔
前
は
、
吹
き
込
ま
れ

た
息
が
管
内
に
渦
を
作
り
音
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
の

が
専
ら
の
学
説
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
空
気
が

唄
口
（
吹
き
込
み
穴
）
か
ら
貫
通
し
た
穴
ま
で
超
速
で
往

復
す
る
為
に
音
が
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
Ａ
＝

４
４
２
は
そ
の
際
発
生
す
る
周
波
が
秒
あ
た
り
４
４
２
回

と
い
う
事
。） 

　
材
質
は
、
入
門
モ
デ
ル
の
洋
銀
製
（
銅
や
ニ
ッ
ケ
ル
の

合
金
）
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

銀
製
、
プ
ロ
仕
様
の
金
製
等

が
あ
り
ま
す
。 

　
値
段
は
材
質
に
左
右
さ
れ
、

安
い
も
の
は
１
９
８
０
０
円
、

高
い
も
の
は
１
０
０
０
万
円

越
え
！
　
こ
こ
ま
で
来
る
と

楽
器
で
は
な
く
も
は
や
美
術

品
で
す
。 

　
し
か
し
金
属
加
工
の
歴
史

や
楽
器
の
発
展
の
関
係
上
、

弦
楽
器
の
名
器
ほ
ど
は
値
段

が
上
が
り
ま
せ
ん
。 

　
前
述
の
発
声
部
の
パ
ー
ツ

を
取
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
も
可
能
で
す
。 

　
写
真
２
は
尺
八
の
唄
口
を
取
り
付
け
た
と
こ
ろ
。
フ
ル

ー
ト
の
運
指
の
ま
ま
日
本
の
伝
統
楽
器
の
音
色
を
楽
し
め

ま
す
。
筆
者
は
「
首
振
り
」
は
お
ろ
か
「
メ
リ
と
カ
リ
」

す
ら
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
の

で
、
あ
く
ま
で
「
な
ん
ち
ゃ
っ

て
」
で
す
。 

　
写
真
３
は
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ

ー
の
先
端
を
取
り
付
け
た
も
の

で
す
。 

　
日
本
で
は
義
務
教
育
の
お
陰

で
、
と
か
く
シ
ョ
ボ
イ
楽
器
と

思
わ
れ
が
ち
な
リ
コ
ー
ダ
ー
で

す
が
、
バ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は

立
派
な
１
ジ
ャ
ン
ル
を
築
い
て

い
ま
す
。
意
外
と
、
こ
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
は
使
い
ど
こ
ろ
が
難
し

い
。 

　
皆
様
も
身
近
な
発
声
体
を
使

っ
て
フ
ル
ー
ト
の
音
色
を
拡
張

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

  

井
垣
里
沙
／
ピ
ア
ニ
ス
ト 

若
手
演
奏
家
紹
介
④

　
中
信
地
区
に
縁
の
あ
る
若
手
演
奏
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

東
京
音
楽
大
学
器
楽
専
攻
（
ピ
ア
ノ
）
卒
業
。
同
大
学
院

器
楽
専
攻
鍵
盤
楽
器
研
究
領
域
（
伴
奏
）
修
了
。 

同
大
学
ピ
ア
ノ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
卒
業
演
奏
会
出
演
。 

第
７
回
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門

入
選
。 

第
２
１
１
回
八
十
二
文
化
財
団
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
。 

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
ザ
ラ
フ
ィ
ア
ン
ツ
、
エ
リ
ッ
ク
・
ル
・
サ

ー
ジ
ュ
の
公
開
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
受
講
。 

こ
れ
ま
で
に
ピ
ア
ノ
を
児
玉
陽
子
、
深
町
淳
子
、
船
津
恵

美
子
、
伴
奏
・
室
内
楽
を
土
田
英
介
、
谷
池
重
紬
子
、
浦

川
宜
也
の
各
氏
に
師
事
。
　 

■
活
　
　
動 

　
４
歳
よ
り
姉
の
影
響
で
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
音
大
へ
進
ん

だ
。
在
学
中
よ
り
友
人
の
伴
奏
を
す
る
な
ど
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
に
興
味
を
持
ち
、
大
学
院
で
は
伴
奏
法
の
研
究
を
し
た
。

卒
業
後
は
伴
奏
、
室
内
楽
を
中
心
に
活
動
を
し
て
お
り
、

２
０
０
９
年
城
倉
明
日
香
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
、
10
年

北
沢
加
奈
子
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
、
11
年
丸
山
貴
菜
、
生

明
麻
衣
子
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
で
伴
奏
を
務
め
る
等
、
多

く
の
演
奏
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
内
外
の
演
奏
家
と
の
共

演
を
重
ね
て
い
る
。 

　
11
年
11
月
に
は
、
あ
づ
み
野
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お

い
て
東
京
都
在
住
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
池
田
梨
枝
子

氏
と
と
も
に
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
っ
た
。 

　
合
唱
団
と
の
関
わ
り
も
多
く
、
ま
つ
も
と
市
民
オ
ペ
ラ

コ
レ
ペ
テ
ィ
ト
ゥ
ア
、
松
本
混
声
合
唱
団
、
Ｓ
Ｋ
松
本
ジ

ュ
ニ
ア
合
唱
団
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
務
め
る
ほ
か
、
第
８
回

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ル
ミ
ネ
演
奏
会
、
第
７
回
塩
尻
市
民
合

唱
団
演
奏
会
で
も
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
務
め
た
。 

　
ま
た
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
も
精

力
的
に
行
っ
て
い
る
。  

■
演
奏
会
情
報 

●
２
０
１
２
年
５
月
27
日
G
　
14
時 

　
（
長
野
県
松
本
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
） 

　
第
39
回
松
本
混
声
合
唱
団
　
定
期
演
奏
会
　 

●
２
０
１
２
年
６
月
10
日
G
　
10
時 

　
（
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
） 

　
第
50
回
記
念
長
野
県
合
唱
祭
　
メ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

 

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先 

　
　
　
井
垣
　
里
沙
!
０
２
６
３
（
５
８
）
９
１
５
２ 
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予約・お問い合わせ　ハーモニーメイト事務局（ザ・ハーモニーホール内）
　　　　　　　　　　!0263－47－2004

神田勇哉（フルート）・井垣里沙（ピアノ）デュオコンサート  

B会場　ザ・ハーモニーホール　小ホール
Bプログラム
　◆ガブリエル・フォーレ：シシリエンヌ
　　　　　　　多久潤一郎：虹、他
B参加希望者は電話予約が必要です。 

お知らせ

第22回ハーモニーメイト総会 
 

■と　き■ 

5月24日（木）　18：30～ 
 

■ところ■ 

ザ・ハーモニーホール第２練習室 

　
１
月
14
日
、
ア
ル
カ
ン
ト
・
カ
ル
テ
ッ
ト
の
２
年
ぶ
り

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
折
、
メ
ン
バ
ー
の
た
っ
て
の
希
望
で
、
蕎
麦
打
ち
を

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
破
れ
た
り
太
か
っ

た
り
は
し
ま
し
た
が
、
自
分
で
打
っ
た
蕎
麦
の
味
は
格
別

だ
っ
た
様
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
の

真
剣
な
表
情
と
は
別
の
、
気
さ
く
で
楽
し
い
一
面
を
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
感
想
も
交
え
て
ア
ン
テ
ィ

エ
・
ヴ
ァ
イ
ト
ハ
ー
ス
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

 

松
澤
（
以
下
Ｍ
）
今
日
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私

は
前
か
ら
３
列
目
で
聴
い
て
い
ま
し
た
が
、
音
楽
が
降
っ

て
く
る
と
い
う
か
、
音
楽
に
つ
つ
ま
れ
る
素
晴
ら
し
い
贅

沢
な
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ア
マ
チ
ュ
ア
蕎
麦
屋
と
し
て
は
、
音
楽
の
お
話
を
聞
く

前
に
、
お
蕎
麦
を
打
っ
た
感
想
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

ア
ン
テ
ィ
エ
（
以
下
Ａ
）
お
料
理
は
好
き
で
す
が
、
お
蕎

麦
を
打
つ
の
は
ダ
メ
で
す
ね
。
太
か
っ
た
り
破
れ
た
り
。

　
で
も
、
打
っ
て
い
た
だ
い
た
蕎
麦
は
と
て
も
美
味
し
か

っ
た
で
す
。
そ
の
後
も
ホ
ー
ル
職
員
か
ら
お
蕎
麦
を
送
っ

て
い
た
だ
い
て
、
蕎
麦
打
ち
の
体
験
を
思
い
出
し
な
が
ら

リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
に
茹
で
て
食
べ
ま
し
た
。 

Ｍ
　
ホ
ー
ル
職
員
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
音
楽
の
話
も
聞
く
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
・
・
・ 

Ａ
　
食
べ
物
も
音
楽
と
同
じ
く
ら
い
大
事
で
す
よ
ね
。 

Ｍ
　
ま
ず
、
冬
の
松
本
に
初
め
て
来
ら
れ
て
、
印
象
は
い

か
が
で
し
た
か
？
　
寒
さ
は
大
丈
夫
で
し
た
か
？ 

Ａ
　
松
本
の
気
候
は
好
き
で
す
ね
。
空
気
は
澄
ん
で
い
ま

す
し
、
山
に
雪
が
積
も
っ
て
い
て
美
し
い
で
す
。
も
う
少

し
長
く
松
本
に
居
ら
れ
る
と
良
か
っ
た
の
で
す
が
。
短
い

滞
在
時
間
で
残
念
で
す
。 

Ｍ
　
今
回
は
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
が
地
震
の
影
響
で
使
え
な

く
て
、
小
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
ー

ル
の
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？ 

Ａ
　
大
き
な
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
の
も
良
い
で
す
が
、
小

ホ
ー
ル
で
の
演
奏
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
お
客
様
と
の
コ

ン
タ
ク
ト
と
い
う
か
、
関
係
も
と
て
も
近
く
て
親
密
な
感

じ
が
し
ま
す
し
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

音
響
も
良
か
っ
た
で
す
。
大
変
気
に
入
り
ま
し
た
。 

Ｍ
　
私
た
ち
聴
く
側
に
と
っ
て
も
、
身
近
で
す
ば
ら
し
い

演
奏
が
聴
け
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

　
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
館
長
補
佐
の
企
画
に

よ
り
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ａ
　
今
年
の
来
日
で
は
、
東
京
公
演
が
３
回
あ
っ
て
、
全

部
違
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
演
奏
し
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は

そ
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
良
い
作
品
を
１
つ
に
集
約

し
ま
し
た
。
上
手
い
具
合
に
、
後
期
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
後

期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
特
別
な
作
品
と
、
カ
ラ
フ

ル
で
美
し
い
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。 

Ｍ
　
今
回
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
の
中
で
、
ア
ン
テ
ィ
エ
さ
ん
が
一
番
気
に
入
っ

て
い
る
曲
は
何
で
す
か
？ 

Ａ
　
全
部
違
い
ま
す
か
ら
難
し
い
で
す
ね
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
短
調
の
作
品
と
い
う
の
は
珍
し
く
て
、
す
ご
く
感
動

的
で
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
弦
楽
四

重
奏
で
は
最
後
の
作
品
で
す
が
、
先
を
見
す
え
た
特
別
な

作
品
で
、
現
代
的
に
も
聴
こ
え
る
作
品
で
す
。
こ
れ
ら
は

ド
イ
ツ
系
の
作
品
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

も
色
彩
豊
か
で
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
人
（
ケ

ラ
ス
＝
チ
ェ
ロ
）
が
一
人
、
私
達
の
カ
ル
テ
ッ
ト
に
居
ま

す
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
を
演
奏
し
た
の
も
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
の
素
晴
ら
し
い

２
つ
の
作
品
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
と
い
う
、

良
い
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。 

Ｍ
　
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
今
年
が
生
誕
１
５
０
周
年
と
い

う
こ
と
で
す
。 

Ａ
　
今
年
が
？
　
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

中
澤
館
長
補
佐
　
ア
ン
テ
ィ
エ
さ
ん
が
１
９
８
９
年
に
松

本
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
も
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
で
し
た
。 

Ａ
　
そ
う
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
ソ
ナ
タ
で
し
た
。
最
初
が

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
で
、
最
後
も
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
と
す
れ
ば
、

こ
れ
で
松
本
の
演
奏
も
お
し
ま
い
で
し
ょ
う
か
。
（
笑
）

冗
談
で
す
よ
。 

Ｍ
　
演
奏
の
「
お
し
ま
い
」
は
冗
談
で
す
が
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
時
間
が
お
し
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次

回
も
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
お
忙

し
い
中
、
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　 

 

B総会終了後19：30より小ホールにて 
　神田勇哉（フルート）・井垣里沙（ピアノ） 
　デュオコンサートを開催します。 

（先着150名様） 
●参加希望者は電話予約が必要です。 

●プログラム、その他詳細は左欄の広告をご覧ください。 

●受付開始5月2日C 10：00～ 
　※5月7・14・21日は休館日となります。 
●先着150名様（ハーモニーメイトの会員様に限ります）。 

第22回ハーモニーメイト総会終了後

5/24（木）19：30　20：30▲
 

HARMONY May-June 2012 Vol.158-7

２０１２年1月１４日（土）

聞き手／松澤　宗利

アルカント・カルテット／
アンティエ・ヴァイトハース（第１ヴァイオリン）

松澤さん、アンティエさん 

Talk

!0263-47-2004



休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

4 1

HARMONY May-June 2012 Vol.158-8

5　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2 
水 

3 
木 

4 
金 

5 
土 

6 
日 

7 
月 

8 
火 

9 
水 

10 
木 

11 
金 

12 
土 

13 
日 

14 
月 

15 
火 

16 
水 

17 
木 

18 
金 

19 
土 

20 
日 

21 
月 

22 
火 

23 
水 

24 
木 

25 
金 

26 
土 

27 
日 

28 
月 

29 
火 

30 
水 

31 
木 

1 
火 

★ 
山崎伸子・加藤知子・津田裕也  
珠玉のベートーヴェン演奏会 

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

14：00

無料 
クライスF 20th 
ピアノ発表会 

（大谷）77-6910

（西田）36-4198

（宮下）33-6375

13：30

無料 春のコンサート 未定 

無料 
宮下・小沢 
ピアノ発表会 

18：30

おしゃべりコンサート33  
～フルートとの共演～ 

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

2,000
一本の鉛筆があれば Vol.10  
狭間壮いのちのコンサート 

ムジカコンパス 
26-4762

NPO現代 
042-381-5165

14：00

2,500

100

演劇 
「友の呼ぶ声」上映 

未定 

19：00

4,000 
 

メイト 

 

3,000 
 

高校生以下 

4,500
一般 

4,000 
 

メイト 

 

2,000 
 

高校生以下 

4,200
一般 

6　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2 
土 

3 
日 

4 
月 

5 
火 

6 
水 

7 
木 

8 
金 

9 
土 

10 
日 

11 
月 

12 
火 

13 
水 

14 
木 

15 
金 

16 
土 
 
17 
日 

18 
月 

19 
火 

20 
水 

21 
木 

22 
金 

23 
土 

24 
日 

25 
月 

26 
火 

27 
水 

28 
木 

29 
金 

30 
土 

1 
金 

100
おしゃべりコンサート34 
～ハープとの共演～ 

19：00

（小林）32-2105無料 
第28回大正はーぷ 
アンサンブル発表会 

12：50

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

500和太鼓鳴桜公演 未定 （百瀬）58-8101

2,000
　形亜樹子 
チェンバロリサイタル 

無料 
北野建設㈱松本北和会  
平成24年度安全管理研修会 

13：00
北野建設㈱松本北和会 
35-6117

無料 
中信音楽教室 
ピアノ発表会 

13：30 （高木）77-6517

無料 
実年ピアノを楽しむ会  
第９回記念発表会 

10：00

無料 
実年ピアノを楽しむ会  
第９回記念発表会 

9：30

無料 
くるみ音楽教室 
ピアノコンサート 

14：00

（内方）28-2915

（内方）28-2915

（胡桃沢） 
090-1865-9498

1,000
コスモスマンドリンクラブ  
マンドリンコンサート 

19：00 （田中）39-1133

出版記念コンサート 
「ウクレレは世界だ！」 

14：00 （棟居）48-0269

無料 
クラウン吟友会甲信地区  
吟詠コンクール 

9：30 （飯森）32-3200

13：30

㈱河合楽器 
28-6110

3,000青島広志氏の音楽講座 10：30

オフィス・マユ 
026-226-1001

★ 
今井信子  
ヴィオラ・リサイタル 

19：00

（松田）25-3050

（中沢）78-4287

（田中）25-8709

無料 
第９回 
松田歌謡教室発表会 

13：00

無料 
中沢ピアノ教室 
演奏発表会 

14：00

二十五絃箏コンサート 19：00

※メインホールは改修工事のため平成25年3月31日ま
　で利用できません。

※平成25年4月以降の予約については受付ています。
　受付日、方法等はホールへお問い合わせください。

※小ホール、練習室は通常どおり利用できます。

ハーモニーメイト会員数（3月31日現在）

合計　1,515　人
・賛助会員6団体・広告主24団体

○個人会員　 265　人
○家族会員　1,097　人　352家族
○団体会員　 153　人　16団体

■プレイガイド
［松本市／市外局番０２６３］
井上チケットぴあ　３４-３６５５／ライオン堂高宮店　２６-９２３４／ミュージックプラザ・オグチ　３５-５５６８／カタクラモール　３６-５１１１
音楽社　３２-９８８８／クレモナ　３２-８１６９／コダマ楽器　３３-２６８８／まつもと市民芸術館　３３-３８００
松本市波田文化センター（アクトホール）　９２-７５０１／EVENT-NAGANO（ネット販売） www.event-nagano.net/

［長野市］ながの東急　０２６-２２６-８１８１　　　［安曇野市］スワンガーデン安曇野　０２６３-７１-１６６６

1,000
中学生以下 

2,000
一般 

2,500
当日 

2,000
前売 

～メインホールについて～

　ハーモニーメイトではこのたび、音楽文化ホールのホーム 

ページリニューアルと、ハーモニーメイトのホームページ制 

作を行いました。 

　ホールのホームページでは、「ホールを使いたい」「聴きたい」 

「参加したい」の３つの利用を想定し、すばやく情報をご覧い 

ただけるように配慮しました。また、カレンダーから催し物 

を検索いただくことも可能です。ハーモニーメイトのホーム 

ページでは「情報誌ハーモニー」をご覧いただけるようにな 

りました。ぜひ、アクセスしてみてください。 

 

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 


